
ハイブリッドセル

設計に用いる土性値

道路土工　擁壁工指針　（平成24年度版）　4-4　使用材料

4-4-1　一般

　使用材料は、使用目的に応じて要求される強度、施工性、耐久性、環境適合性等の性能を満足する品質を

有し、その性状が明らかなものでなければならない。

－略-　擁壁の裏込めに用いる材料は、現場条件に適した良質な材料を使用する。土質材料が現場条件に適合していることは、

「3-2-2　調査法」、　「4-3　土の設計諸定数」に従い確認する。

４－３　土の設計諸定数（2）　裏込め材料・盛土材料の諸定数

解表４－５　裏込め土・盛土の強度定数 高さ8ｍ以下の擁壁で土質試験を行うことが困難な場合

注1） 細粒分が少ない砂は、礫質土の値を用いてもよい。

注2） 土質定数を上表から推定する場合は、粘着力ｃは無視する。

解表４－６　土の単位体積重量 高さ8ｍ以下の擁壁で土質試験を行うことが困難な場合

緩いもの 密のもの

設計を行う時期は、材料の産地・業者は未定なので、上表の値を用いることが一般的である。

設計では、誤差を含んでも”安全”な値を規定しているので、施工時に本指針の”良質”な材料を使用する範囲では安全である。

現場密度（締固め度）

道路土工　施工指針　4-3-6　締固め　（2）　締固め規定

①　基準試験の最大乾燥密度、最適含水比を利用する方法

　締め固めた土の乾燥密度と基準の締固め試験の最大乾燥密度ρdmaxの比（締固め度と略称）が規定値以上となっていりこと、

および施工含水比が、その最適含水比ｗoptを基準として規定された範囲内にあることを要求する方法である。

最大乾燥密度、最適含水比は材料生産者が持っています。

以上より、設計時の単位体積重量と締固め度はそれぞれ別な規定で決められています。がお互いに関連しています。

ハイブロックでは、最大乾燥密度の90％を締固め度としています。

粘性土

裏込め土・盛土

20kN/m3

19kN/m3

18kN/m3

地盤 土質

砂及び砂礫

砂質土

３０° －

礫質土

砂質土注1）

粘性土（ただしｗL＜50％） ２５° －

設計単位体積重量と現場密度（締固め度）

裏込め土・盛土の種類 せん断抵抗角（φ） 粘着力（ｃ）注2）

３５° －

株式会社ジオベクトル

GEOVECTOR
スタンプ

GEOVECTOR
テキスト ボックス

GEOVECTOR
テキスト ボックス
ハイパーウォールでは、最大乾燥密度の90％を締固め度としています。



